
 

桐郷の森美術館 

校長 朝倉 靖雄 

 １１月８・９日（金・土）に本校では「展覧会」が開催されま

す。多くの方々にご参観いただきたく思っております。 

 芸術家で東京芸術大学教授の日比野克彦さんという人が

います。私と同世代なので若い時から注目していたアーティス

トです。段ボールアートが有名で私も何回も作品展に足を運

びました。現在は図工・美術教育にも積極的に提言をしてい

ます。その日比野氏の一説を以下にご紹介します。 

図工専科を中心に各担任も含めた「チーム桐郷」で、桐郷

の森美術館で育まれる一人一人の個性や才能を尊重し合っ

た教育活動の成果を、今回の展覧会で披露したいと思ってお

ります。 
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１１月行事予定 

日 曜日 行事 

1 

2 

金  開校記念日 ４組宿泊学習終  

2 土   

3 日 文化の日 

4 月 振替休日 

5 

 

火   

6 

 

水 安全指導  

7 木   

8 金 展覧会 学校評議員会② 

9 土 展覧会 授業公開Ｂ４ 

10 日   

11 月 全校朝会 避難訓練 Ａ５ 

12 火   

13 水   

14 木   

15 金 体育朝会 ４年岩井事前健診  

16 土   

17 日   

18 月 全校朝会 クラブ④  

19 火 4 年岩井移動教室始  給食試食会  

20 水 4 年岩井移動教室終  Ｂ４ 

21 木  

22 金 音楽朝会 ６年桐中体験 

23 土 勤労感謝の日 

24 日   

25 月 全校朝会 クラブ⑤ 

26 火 就学時検診Ｂ４ 

27 水 校内研究 Ａ４（３年２組以外） 

28 木 縦割り遊び 

29 金 児童集会 Ａ４ 

30 土   

学校だより  

◇絵を描くということは、見る力を養うこと。見て描くことは、

相手のことを考え、相手を思いやり、相手に自分の気持ち

を伝えることです。子どもたちが創作活動を通じて、自分と

他者、社会や世界とのつながりを認識し、新しい世界観を

知る、それは彼らがこれから生きていく中でとても意義ある

ことだと思っています。大人になって、子どもの頃に描いた

絵を見て、時間と空間を超えてその頃の自分を思い出す、

そんなかけがえのない時間をもってほしいと願っています。 

 

◇絵を描く、彫刻を造る、技術的なことばかりが美術ではな

くて、人に伝えることが美術の本質。工作的な物が美術だ、

という先入観を特に日本人はもちがちですが、物は手段で

あって、本来の目的は伝えるということです。昔と違い現代

はインターネットを通じて、個人発信が可能ですから、地球

の人口 70 億人が 70 億通り、さまざまに発信できるようにな

るんですね。このことが、これからの社会の中の大きな構

造になってくると思います。多様性、マイノリティという言葉

が確立されている時代、美術は、「一人ひとりが違ってもよ

い」と個性を認める価値観を与えてくれると思います。絵が

描けないから美術が苦手ということではない、何かを見て

キレイだと思う気持ちを伝えられることが、美術ではないで

しょうか。 



☆連合陸上記録会結果報告☆１０月１６日（水）に実施 

一人一人が練習の成果を発揮し、それぞれの出場種目でその勇姿を見せてくれました。また、友達の競技を応援す

る姿もたくさん見られ、学年の一体感を味わうことができました。学校代表としての選手の記録は下記のとおりです。 

個人情報のため、掲載しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆１、２年 生活科見学☆                         

 １０月２４日、１・２年生は生活科見学で上野動物園に行きました。バスレクは１年生が担当し、現地では２

年生の案内でスタンプラリーをしました。動物のことや協力して行動することなど、たくさんのことを学ぶこと

ができました。 

 

・リスが木にのぼるのがとてもはやかったです。どんぐりをたべているところがかわいかったです。 

・バスレクのかげあてがじょうずにできました。２ねんせいがじぶんたちがやったゲームをほめてくれた

ので、うれしかったです。                    

・スタンプラリーがとてもたのしかったです。とくに、トラのもようがかっこよかったです。こんど、ト

ラはなんでしまもようなのかをじぶんでしらべてみたいとおもいました。 

 

 

 

☆展覧会について☆ 

図画工作専科 

今年度の展覧会のテーマは「桐郷の森美術館」です。このテーマは、たくさんの木々に囲まれた桐郷小

の姿から着想を得ました。豊かな森の緑が、たくさんの命を包み込むように、本校の教職員は子ども達の

成長を育む小学校を目指しています。また、森の中では一人、一人の個性が花開き、美術館のように互い

を尊重しあえることを願っています。低・中・高学年と４組で制作する、共同制作にもテーマを盛り込み、

会場を盛り上げます。そして、桐郷小の展覧会は、体育館での作品展示に限らず、全校で図工の土曜公開

授業を行います。図工専科は１人しかいませんので、専科の配当される３年生以上では、担任の先生が図

工授業を行います。学年の雰囲気や子ども達の成長にあった、楽しい図工授業を担任の先生と考え、公開

します。子ども達の、生き生きとした表現活動の様子をお近くでご参観いただき、励ましや賞賛の御言葉

をいただければ幸いです。「芸術の秋」の展覧会、たくさんのご来校を心より、お待ちしております。 


